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日置市における地域がふれあう快適な憩いの空間形成
平成23年度 ～ 平成25年度 日置市

公園における移動円滑化ガイドラインによる園路、トイレ等の施設のバリアフリー化の整備率

（H22当初） （H24末） （H25末）
都市公園の設置状況、都市公園施設のバリアフリー状況（園路・トイレ・水飲み施設）
　バリアフリー化の整備率　＝　バリアフリー化を実施した公園数　／　供用開始公園数 26%

Ａ1　基幹事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26
8-A-1 公園 一般 日置市 直接 18
8-A-2 公園 一般 日置市 直接 76

合計 94
Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

全体事業費
（百万円）事業者

94百万円

事業実施期間（年度）

日置市都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業

全体事業費
（百万円）

94百万円

番号 要素となる事業名
（延長・面積等）

要素となる事業名
（事業箇所）

Ａ Ｂ Ｃ

市町村名

0百万円

園路のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化・公園施設の改築

効果促進事業費の割合

事業内容
市町村名

１.交付対象事業

事業者

日置市公園施設長寿命化計画策定調査

備考
最終目標値中間目標値

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
0.0%0百万円

社会資本総合整備計画（市街地整備）　　　事後評価書

公園施設長寿命化計画策定

定量的指標の現況値及び目標値

計画の名称
交付対象

当初現況値
　　定量的指標の定義及び算定式

計画の目標

17%

計画の期間

日置市
日置市

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

全体事業費

　日置市では、公園の適切な配置を行ってきたが、これまで整備した既設公園についても市民のニーズの変化及び安全基準等の変化に対応した施設整備を計画的に行い、安全に利用できる公園整備を行う必
要がある。このため、公園施設の充実及び園路整備、トイレの改良によるバリアフリー化並びに既設公園施設の改修更新により安全・快適な公園を目指す。

日置市
日置市

20%

　　計画の成果目標（定量的指標）

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業
事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計

番号 備考

その他関連する事業

日置市における地域がふれあう快適な憩いの空間形成

交付 備考
対象 (事業箇所)

事業実施期間（年度） 備考

H22 H23 H24 H25 H26

Ａ' Ｂ' Ｃ' 0%0百万円 0百万円 0百万円 (C+C')/(A+A')+(B+B')+(C+C')

事業種別
交付
対象

要素となる事業名
(事業箇所)

市町村名
全体事業費
（百万円）

事業内容
(延長・面積等)

直接
間接

事業者

市町村名

番号 事業内容 市町村名
港湾・地区名

一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果

要素となる事業名
全体事業費
（百万円）事業者

事業種別
全体事業費
（百万円）

計画等の名称

要素となる事業名



　都市公園の多目的トイレ及び身障者駐車場の整備を行った結果、バリアフリー化を進めることができた。

バリアフリー化の整備率 23% 　３公園の多目的トイレの整備及び身障者駐車場の整備を行いバリアフリー化を図ったため。

26%

３.特記事項(今後の方針)

最終目標値

最終実績値

Ⅲ　定量的指標以外の交付対象事業の発現状況
　　　　　(必要に応じて記述)

２.事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ　定量的指標に関する
　　　　交付金対象事業の効果の発現状況

Ⅱ　定量的指標の達成状況 目標値と実績値
に差が出た要因

目標値と実績値
に差が出た要因

最終目標値

最終実績値



（参考図面）市街地整備

計画の名称 8 日置市における地域がふれあう快適な憩いの空間形成

計画の期間 平成23年度 ～ 平成25年度（３年間） 日置市交付対象

８－Ａ－１
日置市公園施設長寿命化計画策定調査



（参考図面）市街地整備

計画の名称 8 日置市における地域がふれあう快適な憩いの空間形成

計画の期間 平成23年度 ～ 平成25年度（３年間） 日置市交付対象

妙円寺第２公園

妙円寺第３公園
城山公園

８－Ａ－２
日置市都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業

あけぼの公園

市単独事業


